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夜間急病センター開設
環境アンケート結果報告
地域審議会答申

安曇野日和
生涯学習だより
健康と福祉
情報ボックス

トピックス

連載

2007.3.15�

豊
科
高
校
弓
道
部
が

男
子
団
体
で
県
予
選
会
優
勝
。

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

（
８
〜
９
ペ
ー
ジ
）

一
点
集
中
。



� 3月号広報

４
月
１１
日︵
水
︶オ
ー
プ
ン

　
安
曇
野
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
が

４
月
１１
日（
水
）、
安
曇
野
市
医
師
会

館
内
で
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

　
診
療
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
後
７
時
か
ら
１０
時
ま
で
で
、
安
曇

野
市
医
師
会
員
の
医
師
が
交
代
で
小

児
科
と
内
科
の
軽
症
の
患
者
さ
ん
を

診
療
し
ま
す
。

市
内
で
初
期
の

急
病
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
夜
間
に
具
合
が
悪

く
な
っ
た
場
合
、
患
者
さ
ん
は
主
に

「
か
か
り
つ
け
医
」や
市
内
の
病
院
、

あ
る
い
は
二
次
救
急
病
院
で
あ
る
安

曇
野
赤
十
字
病
院
で
診
療
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
か
か
り
つ
け
医
の
都
合

や
病
院
の
当
直
体
制
に
よ
り
、
市
内

で
の
診
療
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、

松
本
市
や
波
田
町
な
ど
、
遠
く
の
医

療
機
関
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
４
月
１１
日
か
ら
は
、
安
曇
野
市
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
で
急
な
発
熱
や
腹

痛
な
ど
、
初
期（
比
較
的
軽
症
な
も

の
）の
救
急
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
対
処
で
き

な
い
患
者
さ
ん
は
、「
安
曇
野
赤
十

字
病
院
」や「
県
立
こ
ど
も
病
院
」な

ど
に
連
絡
・
紹
介
す
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
な
る
場
合
は

　
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
健
康
保
険
証
と
各
種
受
給

者
証（
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
、
老

人
医
療
受
給
者
証
な
ど
）を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
面
は
注
射
、
点
滴
、
縫

合
と
い
っ
た
処
置
は
行
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
処
置
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
緊
急
性
が
あ
り
、
症
状
が
重
い

場
合
は
、
１
１
９
番
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

夜間急病センターが
オープンします

安曇野市夜間急病センター概要

■

■

■

■

■

■

■

■

診療科目

設置場所

開 設

運 営

診 療 日

診療時間

休 診 日

電話番号

小児科・内科

安曇野市豊科4111番地1（安曇野市医師会館内）

安曇野市

社団法人　安曇野市医師会

月曜日～土曜日

午後7時～10時

日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）、
お盆（8/14～8/16）

0263・73・6383

各種福祉サービス、介護保険の窓口が
各総合支所へ移動します（健康指導の業務を除く）

　豊科・穂高・堀金・明科地域では健康福祉課の窓口が、総合支所以外の施設に設

置されていました。４月からは業務の効率化を図るため、市民福祉課として各総合

支所内に窓口が移動します。各種福祉サービス・介護保険にかかわる相談や申請書

の受付などは、各総合支所の窓口をご利用ください。また、健康指導にかかわる業

務は、これまでどおり保健センターで行われます。

患者さん

帰宅

二次救急病院
（安曇野赤十字病院など）

翌日
かかりつけ医等へ

体の具合が
悪いと思ったら
夜間急病センターへ

診療の結果
重症の場合などは
二次救急病院等へ
連絡・紹介

ご利用のイメージ

夜間急病センター地図

開設日以降の連絡先

０２６３・７３・６３８３

Ｒ
１
４
７

Ｊ
Ｒ
豊
科
駅

●

●

●

●

豊科サティ

ニチコン

●
赤十字病院

豊科保健センター
豊科ふれあいホール

●
●

豊
科

総
合
支
所

●

●
ガ
ス
ト

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム

●交番

夜間急病センター
（医師会館内）

ス
ワ
ン
ガ
ー
デ
ン

長
野
自
動
車
道

豊
科
Ｉ.

Ｃ

症状が重ければ、
救急車等で…

（受付は月～土の午後６時３０分～１０時）

夜間
急病センター
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満足とやや満足 どちらでもない やや不満と不満 わかりません 無回答

いつも取り組んでいるとだいたい取り組んでいる ときどき取り組んでいる まれに取り組んでいる

全く取り組んでいない 無回答

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

緑の豊かさ

空気のきれいさ

風景の美しさ

ごみ出し、ポイ捨てなどのマナー

道路の整備状況

節電・節水

下水に流さない

使用済みバッテリー等の回収

太陽光発電機等の利用

環境家計簿をつける

83.3％

86.7％

89.3％

77.3％

75.5％

＊ T O P I C S 市政トピックス

　
市
で
は
「
安
曇
野
市
環
境
基
本
計

画
」
を
平
成
１８
年
か
ら
２
カ
年
か
け

策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
安
曇
野
市
の
環
境

に
関
す
る
方
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
ま
と
め
、
市
民
・
事
業
者
・
関
係

機
関
と
行
政
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む
た

め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
方
を
把
握
す
る
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
昨
年
１１
〜
１２

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、

一
般
市
民
対
象
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、

小
学
校
６
年
生
・
中
学
校
３
年
生
・

事
業
所
・
市
職
員
・
市
議
会
議
員
対

象
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
市
民
を
対
象
に
行

っ
た
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
１３
種
類
の
環
境
か
ら
、
重
要
度
の

高
い
順
に
３
つ
を
選
択
す
る
方
法
で

行
い
ま
し
た
。
１
番
重
要
な
も
の
と

し
て
は
「
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
」
と

い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
６
割
近
い

回
答
で
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、
２

番
目
に
重
要
な
も
の
と
し
て
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
農
地
と
集
落
の
田
園

風
景
」
、
３
番
目
は
「
道
祖
神
や
寺

社
な
ど
の
歴
史
的
遺
物
」
で
し
た
。

　
「
緑
の
豊
か
さ
」
、
「
空
気
の
き

れ
い
さ
」
、
「
風
景
の
美
し
さ
」
で

は
「
満
足
」
と
「
や
や
満
足
」
を
合

わ
せ
た
回
答
が
約
８
割
と
高
い
満
足

度
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
「
ご
み

出
し
、
ポ
イ
捨
て
の
マ
ナ
ー
」
で
は

「
や
や
不
満
」
と
「
不
満
」
が
６
割
、

「
道
路
の
整
備
状
況
」
が
５
割
と
低

い
満
足
度
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

　
「
節
電
・
節
水
」
、
「
食
用
油
や

残
飯
を
下
水
に
流
さ
な
い
」
、
「
使

用
済
み
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
定

め
ら
れ
た
と
お
り
回
収
に
出
し
て
い

る
」
に
つ
い
て
は
、
「
い
つ
も
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
「
だ
い
た
い
取
り

組
ん
で
い
る
」
を
合
わ
せ
た
回
答
が

８
割
以
上
で
し
た
。
一
方
で
「
太
陽

光
発
電
機
等
の
利
用
」
、
「
環
境
家

計
簿
を
つ
け
る
」
は
「
ま
っ
た
く
取

り
組
ん
で
い
な
い
」
が
７
割
以
上
で

し
た
（
図
３
）
。

環
境
保
全
の
た
め

ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
か

　
環
境
保
全
の
た
め
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ

き
活
動
を
、
１８
項
目
の
中
か
ら
優
先

度
の
高
い
順
に
３
つ
を
選
択
す
る
方

法
で
尋
ね
ま
し
た
。
市
民
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て
高
か
っ
た
の
は
「
ご

み
の
減
量
化
の
推
進
」
で
約
４
割
の

回
答
で
し
た
。
事
業
者
に
対
し
て
は

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
有
害
化
学
物
質

へ
の
対
策
」
、
行
政
に
対
し
て
は
「
環

境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が
高

い
回
答
で
し
た
。

環
境
教
育
へ
の
関
心

　
環
境
教
育
へ
の
関
心
が
「
非
常
に

あ
る
」
と
「
あ
る
」
を
合
わ
せ
た
回

答
は
７
割
近
く
と
な
り
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
（
図
４
）
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
環
境
教
育
に

関
心
が
あ
る
か
を
関
心
の
高
い
順
に

２
つ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
１
番
関
心
が

あ
る
の
は
「
ご
み
処
理
施
設
や
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
見
学
」
で
、

３
割
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
番
目
に
関
心
の
高
い
も
の
で
は
、

「
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
」
で
し

た
。

住
民
参
加
に
つ
い
て

　
「
関
心
の
あ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
は
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
範
囲
で

参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
」
が
最
も

多
く
、
約
４
割
の
回
答
で
し
た
。
ま

た
「
参
加
し
た
い
と
思
う
が
、
実
際

は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
と
思
う
」

も
４
割
近
い
回
答
で
し
た
（
図
５
）
。

市
の
環
境
で

自
慢
で
き
る
も
の
・
大
切
だ
と
思
う
も
の

周
辺
環
境
へ
の
満
足
度

環
境
の
た
め
に

普
段
心
掛
け
て
い
る
こ
と

安曇野市環境基本計画 策定中
　安曇野市環境基本計画は、公募・推薦の市民３２人による「安曇野市環境基本計画
策定委員会」が中心となり、取り組んでいます。昨年７月からこれまで１２回の委員会が開
かれ、環境上の課題点やその原因・要因の分析、今後の取り組みの方向性などを議論し
てきました。また、昨年１２月には、市役所内の各部署からなる「庁内検討会議」を発足させ、
調整を行っています。今後、これらの組織による検討を中心に策定作業を進めます。策定
経過や計画の内容については、ホームページなどで随時お知らせします。計画へのご意
見・要望をお待ちしています。■ご意見・要望などは：市民環境部環境課（Tel: 82・3131、
Eメール：kankyou@city.azumino.nagano.jp）

調　査　概　要
①調査対象　本市在住の18歳以上の市民2,000人

（住民基本台帳から無作為抽出）

②調査方法　郵送による配布・回収

③調査期間　平成18年11月21日～12月8日

④調査結果　配布票数2,000票

　　　　　　／回収・有効票数905票（回収率45.3％）

北アルプスの景観
59.2％

その他
40.8％

非常にある
18.1％

ある
50.6％

あまりない
15.5％

全くない
0.8％

わからない
7.4％

無回答
7.4％

積極的に
参加していきたい
と思う
8.4％

関心のあることがらに
ついては、時間に余裕
のある範囲で参加して
みたいと思う
40.2％

参加したいと思うが、
実際はなかなか参加
できないと思う
37.4％

無回答
11.1％参加しようとは

思わない
2.3％

その他
0.4％

80％

80.7％

79.7％

60.2％

52.3％

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

調
査
報
告

昨
年
１１
～
１２
月
に
実
施
し
た
﹁
安
曇
野
市
の
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
︵
図
は
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
︶

市の環境で１番重要なもの（図１）

周辺環境の満足度（図２）

環境のために心掛けていること（図３）環境教育への感心（図４）

住民参加について（図５）
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地
域
審
議
会

地
域
課
題
・
将
来
像
を
答
申

5
地
域
の
地
域
審
議
会
は
、
諮
問
さ
れ
て
い
た
市
総
合
計
画

 
基
本
構
想
に
関
す
る
答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

� 3月号広報 月号

上・下水道答申 水道・下水道の料金について答申が出されました

青嶋智隆会長と大谷孝由副会長が
市長に答申書を手渡す。

中信４市市長懇談会 中信地区の課題などについて意見交換を行う

平林茂壽会長と加々美圭子副会長が
市長に答申書を手渡す。

広報紙配布
■下水道事業運営審議会

　早期の料金統一に向けて努力することが望ましいとし
た上で、使用料を一気に統一すると、大口使用者も多く、
運営状況が良好な豊科地域の値上げ率が最も高くなる
ことから豊科地域と穂高・三郷・堀金・明科地域の使用
料体系を分け、経過期間をおいて統一するのが適当とし
ています。また、大口使用者の１期当たりの負担と標準的
な世帯の負担の双方の影響に配慮して、平均８.５％の
料金値上げ案を答申しました。
　今後の健全運営に向けては、事業の効率的な運営と
下水道整備の本来の目的である水質保全の達成と使
用料収入の確保のため、より一層接続率の向上に努め
る必要があるとしています。

平林市長が進行役を務め、意見交換。

　第２４回中信４市（安曇野市・松本市・塩尻市・大
町市）市長懇談会が２月７日、安曇野市内のホテルで
行われました。
　懇談会では、地域連携による公共交通や信州まつも
と空港の問題、廃棄物処理施設の整備、水環境・水資
源の保全涵養に関する広域連携などの中信地区の課題
や問題について意見交換を行いました。会の進行役を
務めた平林市長は「市町村単独で解決できない問題な
どが多々ある中で、広域的な取り組みに向けて意見交
換できる良い機会にしたい」とあいさつしました。

■水道事業運営審議会

　水道事業の独立採算制、受益者負担の原則などの
基本原則に基づき、５地域ごと事業体の経営および財政
状況の検証を行った結果、穂高地域の事業が大変厳し
い経営状況であり、慢性的な赤字に陥ることも考えられ、
今後の水道事業の統合・料金の統一に支障となる可能
性もあり、穂高地域の水道事業の経営基盤確立・財政
安定化を図るため、穂高地域において水道料金を１５％
程度値上げする必要があると答申しました。また、今後の
水道事業運営に当たっては、一層の経営の効率化とサ
ービス向上に努めるとともに、市民の理解と協力を得るた
めに積極的に情報提供を行うことを求めています。

市政トピックス

～豊科・三郷・堀金・明科地域の皆さんへ～

4月から広報紙配布方法・回覧回数が変わります
　広報紙は、市からすべての市民の皆さんへ必要な情報を提供し、内容を知っていただくという大切

な役割を担っています。しかし、現在までその配布方法は地域により違いがあり、公平に市民の皆さ

んに届いているとはいえない状況でした。

　このような状況を改善し、市内の事業所などを含む全世帯へ、迅速かつ公平にお届けするため、穂

高地域以外でも４月発行の広報紙から新聞折り込みを利用し、配布することになりました。配布期間

は、発行日から５日以内となる予定です。４月４日（水）が１回目の発行日となりますので、期間を

過ぎてもお手元に届かない場合などございましたら、ご連絡をお願いします。

　また、できる限り広報紙へ情報を集約して、配布・回覧物の減少を図り、今まで隣組などを経由し

て月に２回実施していた市などからの配布・回覧物を、原則として毎月第３木曜日の月１回とします。

　皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

　
 ※すべての新聞ではありません。新聞の未購読や一部世帯などへは戸別配達でお届けします。

 　
昨
年
６
月
の
諮
問
を
受
け
、
各
地

域
審
議
会
は
、
市
総
合
計
画
基
本
構

想
に
関
す
る
答
申
書
を
ま
と
め
２
月

２１
日
、
平
林
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
各
地
域
審
議
会
の
会

長
と
副
会
長
が
答
申
書
を
手
渡
し
た

あ
と
、
そ
の
概
要
の
説
明
を
し
ま
し

た
。
答
申
は
、
現
在
策
定
中
の
市
総

合
計
画
基
本
構
想
に
係
わ
る
地
域
課

題
や
将
来
像
に
つ
い
て
の
提
言
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
内
容
は
、
土
地

利
用
、
河
川
・
水
資
源
、
公
共
交
通
、

健
康
福
祉
、
産
業
観
光
な
ど
地
域
の

要
望
や
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
林
市
長
は
「
審
議
会
の
意
見
は
、

重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
ご
議
論
を
い
た
だ
い
た
要
望
や
課

題
を
反
映
さ
せ
、
し
っ
か
り
と
し
た

計
画
を
作
り
上
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
答
申
書
は
、
総
合
計
画
審
議
会
で

十
分
に
検
討
さ
れ
、
総
合
計
画
素
案

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
審
議
会
は
、
合
併
後
の
各
地

域
の
意
向
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
設
置
さ
れ
、
基
本
構
想
や
新
市

建
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
の

諮
問
応
じ
、
審
議
・
答
申
を
行
い
ま

す
。
委
員
は
、
自
治
会
代
表
者
、
学

識
経
験
者
、
公
募
委
員
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

 広報紙に関する問い合わせ　　　　　まちづくり推進課広報広聴係（℡７１・２０００）

 配布・回覧物に関する問い合わせ　　総務課文書法規担当（℡７１・２０００）

 水道・下水道事業の各運営審議会の答申がまとまり２月７日、両会長・副会長が
平林市長に手渡しました。

※

かん よう
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　東京都武蔵野市友好都市提携調印式が２月５日、
武蔵野市内のホテルで行われました。
 調印式には、平林市長と水谷嘉明議長、邑上守
正武蔵野市長と山下倫一武蔵野市議会議長が協定
書の調印を行いました。武蔵野市との交流は、旧
豊科町のときに始まり、文化・芸術・産業などで
交流を行ってきました。更なる交流を進めるため
安曇野市として、改めて盟約を結びました。

　税の大切さを知ってもらおうと安曇野市租税教
育推進協議会が実施した税に関する標語などの
コンクールの表彰が行われました。 今回は、市内の
中学・高校生から１,８０８点の応募がありました。
標語の部   関東信越税理士会松本支部長賞　
 　　　　　　　宮澤  知里さん（三郷中１年）
作文の部   松本地区納税貯蓄組合連合会長賞

 　　　　　　　草間  樹理さん（三郷中３年）
                関東信越税理士会長野県支部連合会長賞

 　　　　　　　板垣  智子さん（豊科高３年）
標語書道の部   松本税務署長賞(金賞)

 　　　　　　　宮崎  漸さん（明科高３年）
※このほかの受賞者は、市ホームページで紹介しています。

税について理解を深める
税に関する標語・作文・標語書道表彰

話題の人たちが講演
２/１０・１８ 信大・笹本教授、柳生�博さん講演

止まらないポイ捨て
２/16 地元中学生が黒沢川を清掃

２/16 冬の手づくり食べもの道場

　冬の手づくり食べもの道場（市・松本農業改良普
及センター安曇野支所主催）が２月１６日、豊科真々
部公民館で行われました。
 この日は、豊科地域の主婦約２０人が参加して巻
き寿司やおはぎ、かす汁などお米を使った料理に挑
戦しました。 参加した主婦たちは、地域で伝統食づ
くりを教えているベテラン主婦の指導で、安曇野の食
材を調理しながら、おいしく食べる技や生活の知恵
を学びました。
 食べもの道場は、全３回で行われ、これまで冬野菜
の漬物や豆腐作りなどを学びました。

おいしく食べる技と知恵を伝授

武蔵野市とさらなる交流を
2/5 友好都市提携調印式

　安曇野の中学生、高校生が全国大会や
Ｗ杯へ出場を果たすなど若い力が活躍し
ています。
 ２月１６日から北海道富良野スキー場で行
われたスノーボードＷ杯パラレルジャイアント
スラローム（ＰＧＳ）に初出場を果たした三郷
明盛の丸山美樹さんが２月２０日、平林市長
に出場報告（写真③）を行いました。　
 ２２日には、全国高等学校選抜弓道大会
男子団体（３/１７～１９・茨城県開催）に出場
する豊科高校弓道部の４人と全国高等学
校選抜スキー大会（アルペン種目）に出場
する田原美紀さんが訪れ、全国大会へ向
けて抱負を語りました。（写真②）
 また、２８日には全国中学校選抜卓球大
会（３/２８～２９･北海道千歳市開催）に出
場する堀金中学校女子卓球部の８人（写
真①）が市長を訪問し、「目標は予選１位通
過です」と決意を語りました。

若い力が世界へ、全国へ挑む
２/20・22・28 市長表敬訪問

③②

④

⑤

①

　三郷中学校１年２組の生徒による河川清掃が２月
１６日、真々部山道橋周辺で行われました。
 この活動は、総合学習の時間に黒沢川の自然を
学んだことがきっかけとなり、昨年１２月から毎週行
われています。 この日は、１０人の生徒が空き缶や
弁当の容器など３袋分のごみを拾い、「黒沢川にご
みを捨てないで！」と書かれた手作りの看板を設置
しました。 生徒たちは「ごみを拾っても、１週間して
来るとまた捨てられている。 最初よりは良くなったと
思うけど、何とかならないものかと思う」と切実に話
しています。

　信州大学の笹本正治教授と俳優の柳
生博さんの講演会が、それぞれ豊科公民
館で行われました。
 笹本教授の講演（写真④）は２月１０日に
行われ、武田信玄とその軍師・山本勘助の
実像について解説しました。 この講演は、
信州大学人文学部と市が連携協定を締
結したことを記念し開催したもので、来年
以降は、市民大学講座として開催する予
定です。
 柳生さんの講演（写真⑤）は２月１８日に
行われました。 柳生さんは俳優だけでなく、
作庭家や日本野鳥の会会長としても活躍
しています。講演の中で得に強調していた
のは白鳥と田んぼの話で「冬も田んぼに水
を入れていれば、安曇野は水鳥にとっても、
あこがれの地となるのではないか」と熱い
口調で、約８００人の来場者に語り掛けました。
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穂
高
陶
芸
会
館

陶
芸
教
室

　高校生の息子から、面白いから読んでみたらと薦めら
れた一冊です。
　ごく普通の図書館の話と思いきや、図書館員が戦闘訓
練をしなければいけない世の中になってしまったお話です。
　主人公（女子）が図書館員になった理由が少女漫画の
ようで、笑ってしまいます。
　作者の思いつきのきっかけは、図書館に掲げてあった『図
書館の自由に関する宣言』だそうです。本の最初に書か
れています。

田
淵
行
男
記
念
館
企
画
展

伝
え
ら
れ
た
山
の
紋
章
―
雪
形
―

ドキドキ・ワクワクお話の世界

4月の おはなし
図書館

豊科 おはなしたんぽぽ
豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

２０日（金）１６：３０～

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

２１日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室�(Tel.77・2109)

１４日（土）１０：００～(幼児・小学生対象)

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー�(Tel.72・5796)

１１日（水）１１：００～（幼児対象）
１８日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
明科図書館おはなしコーナー�(Tel.62・1122)

２８日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

内田�みどりさん�（掘金烏川）

うち��だ

お
す
す
め
の
一
冊

図
書
館
戦
争

有
川
 
浩
 著

＊大人も楽しめます。

　
田
淵
行
男
は
、
１
９
４
５
年
安
曇

野
に
疎
開
し
、
村
人
か
ら
生
活
の
中

に
息
づ
く
「
雪
形
」
の
心
和
む
生
粋

の
伝
承
を
耳
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
研
究
し
ま
し
た
。
「
雪
形
」

は
伝
承
が
薄
ま
り
消
滅
す
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
登
山
ブ
ー
ム
の
折
か
ら
、

新
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
田
淵
は
伝
承
を
伴
わ
な
い

雪
形
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
そ
れ
を
「
雪
形
ニ
ュ
ー
フ
ェ

ー
ス
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
山
国
に
春

を
告
げ
る
雪
形
を
と
ら
え
た
写
真
を
、

詩
・
エ
ッ
セ
ー
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
　

　
３
月
６
日（
火
）〜
７
月
１
日（
日
）

■
開
館
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の

　
場
合
は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日（
連

　
休
中
は
開
館
）

■
入
館
料

　
大
人:

３
０
０（
２
０
０
）円

　
小
人:

２
０
０（
１
０
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
第
１
回
は
、
光
城
山
の
春
の
植
物

を
テ
ー
マ
に
自
然
観
察
会
を
行
い
ま

す
。
楽
し
く
自
然
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
元
豊
科
町
文
化
財
調
査
委
員
）

■
日
程
 
第
１
回
　
４
月
２１
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
光
城
山（
豊
科
）

　　
穂
高
陶
芸
会
館
で
は
陶
芸
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
や
仲
間
、
お
一

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
各
回
と
も

自
由
制
作
で
、
希
望
回
の
み
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。
世
界
に
た
っ
た
一

つ
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
　
４
月
１５
日
・
５
月
２０
日
・

　
６
月
１７
日
・
７
月
１５
日
・
８
月
１９

　
日
・
９
月
１６
日
・
１０
月
２１
日
・
１１
 

 

 

 

 

 

      

　
月
１８
日
・
１２
月
９
日
・
平
成
２０
年

　
３
月
１６
日
（
各
回
日
曜
日
、
午
前

　
９
時
か
ら
２
〜
３
時
間
）

■
場
所
　
穂
高
陶
芸
会
館

■
講
師
　
嶋
田
好
貴
さ
ん

■
定
員
　
各
回
２５
名（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
１
回
２
、０
０
０
円（
粘

　
土
１
㌔
と
指
導
料
・
焼
き
上
げ
ま

　
で
の
料
金
を
含
む
）

■
申
し
込
み
　
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
陶
芸
会
館
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
６
７
５
０
）

　
毎
春
恒
例
の
豊
科
近
代
美
術
館
友

の
会
主
催
「
バ
ラ
の
手
入
れ
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加

費
は
不
要
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
講
師
　
進
藤
健
さ
ん（
バ
ラ
造
園
家
）

■
講
習
内
容

︻
バ
ラ
Ｑ
＆
Ａ
︼

　
ご
自
宅
の
バ
ラ
の
鉢
を
お
持
ち
く

　
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り
質
問
・
疑

　
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

︻
自
然
な
形
で
咲
か
せ
る
バ
ラ
︼

　
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
、つ
る
バ
ラ
な
ど

　
の
せ
ん
定
、仕
立
て
に
挑
戦
し
ま
す
。

︻
日
曜
大
工
で
造
る

 
お
し
ゃ
れ
バ
ラ
工
作
物
︼

■
日
時
　
３
月
２４
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜

■
会
場
　
豊
科
近
代
美
術
館
多
目
的

　
ホ
ー
ル
、
バ
ラ
園

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

　
田
淵
行
男
が
研
究
し
た
「
雪
形
」

を
学
ぶ
講
座
「
雪
形
探
訪
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
１５
回
目
と
な
る
今
回
は
、
千
畳
敷

の
「
島
田
娘
」
、
駒
ヶ
岳
の
「
駒
」

な
ど
の
雪
形
が
あ
る
中
央
ア
ル
プ
ス

方
面
に
出
掛
け
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
４
時

■
内
容

　
中
央
ア
ル
プ
ス
に
浮
か
ぶ「
雪
形
」

　
と
山
野
草
を
中
心
と
し
た
自
然
観

　
察

■
日
程
・
コ
ー
ス

　
田
淵
行
男
記
　
念
館（
７
時
３０
分
）

　
〜
六
道
地
蔵
尊
〜
昼
食
〜
十
二

　
天
の
森
〜
千
人
塚
公
園
〜
田
淵

　
行
男
記
念
館（
午
後
４
時
）

■
講
師
　
塩
澤
一
郎
さ
ん（
山
岳
研
究
家
）

■
募
集
人
員
　
２６
人

■
参
加
費
　
３
、５
０
０
円
（
保
険

　
代
・
昼
食
代
・
バ
ス
代
等
）

■
申
し
込
み
　
４
月
１０
日（
火
）〜
４

　
月
２７
日（
金
）ま
で
に
田
淵
行
男
記

　
念
館
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、
安
曇

野
の
冬
の
風
物
詩
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を

テ
ー
マ
に
し
た
公
募
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
青
空
に
大
き
く
羽
を

広
げ
た
勇
壮
な
姿
、
寒
さ
を
耐
え
る

よ
う
に
愛
ら
し
く
身
を
縮
め
る
姿
な

ど
、
安
曇
野
の
自
然
に
溶
け
込
ん
だ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
姿
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
会
期

　
４
月
３
日（
火
）〜
２４
日（
火
）

　
※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

■
会
場
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
　
３
０
０（
２
４
０
）円

　
小
中
生
　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

写
真:

田
淵
行
男
撮
影

         ﹁
白
馬
﹂
１
９
６
６
年

安曇野市教育委員会

��������

�������� ����

�����

豊
科
近
代
美
術
館

バ
ラ
の
手
入
れ
講
習
会

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
１
回

田
淵
行
男
記
念
館

雪
形
探
訪
　
中
央
ア
ル
プ
ス
編

豊
科
郷
土
博
物
館

第
２３
回
白
鳥
写
真
展



穂
高
公
民
館
講
座
・
美
術
館
め
ぐ
り

丸
山
晩
霞
記
念
館

穂
高
会
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

個
人
使
用
の
予
約
を
開
始

豊
科
近
代
美
術
館
・
春
の
特
別
展

監
視
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

明
科
地
域

放
課
後
子
ど
も
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

�� 3月号広報 ��3月号広報

穂
高
公
民
館
講
座
・
美
術
館
め
ぐ
り

国
立
新
美
術
館

■
会
員
特
典
　

①
常
設
・
企
画
展
の
観
覧
が
無
料

②
グ
ッ
ズ
割
引
ほ
か

③
友
の
会
・
美
術
館
広
報
の
無
料
配
布

④
友
の
会
主
催
の
催
し
物
へ
の
優
先

　
的
な
参
加

■
年
会
費
　

　
一
般
会
員
　
　
２
、０
０
０
円

　
会
員
の
家
族
　一
人
１
、０
０
０
円

　
賛
助
会
員
　
　
一
口
２
万
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 
美
術
館
友
の
会
事
務
局

　
　
　
　
　（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

　　
１１
の
部
会
で
構
成
。
部
会
に
所
属

せ
ず
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◎
講
座
を
開
催
す
る
部
会

（
押
絵
部
）毎
月
第
１
土
曜

（
植
物
画
部
）毎
月
第
２
・
４
水
曜

（
刺
し
ゅ
う
部
）毎
月
第
２
・
４
土
曜

（
絵
手
紙
部
）毎
月
第
１
・
３
火
曜

※
開
催
日
は
変
更
の
可
能
性
あ
り

◎
展
覧
会
を
開
催
す
る
部
会

（
美
術
部
）（
書
道
部
）（
写
真
部
）

（
水
墨
画
部
）

◎
自
然
と
遊
ぶ
・
学
ぶ
部

（
山
草
部
）
展
示
会
、
苗
交
換
、
　

　
栽
培
講
習
会
な
ど
の
活
動

（
さ
く
ら
そ
う
部
）
展
示
会
、
苗
交

　
換
、
栽
培
講
習
会
な
ど
の
活
動

（
自
然
部
）自
然
探
訪
会
な
ど
の
活
動

■
会
員
特
典
　

①
入
館
料
無
料

②
企
画
展
な
ど
事
業
へ
の
参
加

■
年
会
費
　
１
部
会
１
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
複
数
の
部
会
の
入
会

　
も
可
。
４
月
２７
日
（
金
）
ま
で
に

　
博
物
館
内
友
の
会
事
務
局
へ
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
５
６
７
２
）

■
会
員
特
典

①
入
館
料
無
料

②
記
念
館
グ
ッ
ズ
の
割
引
ほ
か

■
年
会
費

　
一
般
会
員（
個
人
）３
、０
０
０
円

　
家
族
会
員
　
　
　
５
、０
０
０
円

︻
部
会
︼
部
会
に
所
属
し
な
い
こ
と

　
も
で
き
ま
す
。

◎
﹁
む
し
の
会
﹂
部
会
　
原
則
家
族

　
会
員
対
象
。
毎
月
第
２
土
曜
日
を

　
中
心
に
昆
虫
の
観
察
会
を
開
催
。

◎
写
真
部
会
　
年
２
〜
３
回
の
例
会
・

　
撮
影
会
を
行
い
、
展
覧
会
を
開
催
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
田
淵

　
行
男
記
念
館
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

■
会
員
特
典

①
入
館
料
無
料

②
文
学
館
主
催
の
講
演
会
・
研
修
会

　
へ
の
案
内
お
よ
び
刊
行
物
の
配
布

③
会
員
同
伴
者
の
入
館
料
が
割
引

■
年
会
費
 
個
人
会
員
　２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 
文
学
館

　
友
の
会
事
務
局（
℡
７２・
５
７
９
６
）

■
会
員
特
典

①
常
設
展
、
特
別
展
の
観
覧
が
無
料

②
友
の
会
の
各
種
活
動
へ
の
参
加

（
絵
画
部
・
読
書
会
・
バ
ラ
研
究
会
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
研
修
旅
行
・
音

　
楽
会
な
ど
）

③
美
術
館
の
各
種
講
座
、
ワ
ー
ク
シ

　
ョ
ッ
プ
な
ど
の
参
加

④
「
友
の
会
会
報
」
の
無
料
配
布
 

⑤
友
の
会
、
美
術
館
事
業
の
定
期
的

　
な
情
報
提
供

■
年
会
費

　
個
人
会
員
　
　
　
３
、０
０
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
　６
、０
０
０
円

　
学
生
会
員
　
　
　
２
、０
０
０
円

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
は
、
同
居
の
ご

　
家
族
全
員
が
特
典
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
入
会
金
　

　
個
人
・
学
生
　
　
１
、０
０
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
　
２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
館
友
の
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

市施設
友の会のご案内

安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

友
の
会

田
淵
行
男
記
念
館

友
の
会

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

友
の
会

臼
井
吉
見
文
学
館

友
の
会

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

友
の
会
会
員
展

■
募
集
人
員
　
３０
人
位

■
受
講
料
　
３
０
０
円（
受
講
料
・

　
保
険
料
な
ど
）

■
第
１
回
申
し
込
み
　
３
月
２５
日（
日
）

　
〜
４
月
１４
日（
土
）ま
で
に
、
田
淵

　
行
男
記
念
館
窓
口
に
受
講
料
を
添

　
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
９
９
６
４
）

　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友

の
会
会
員
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
地
元
だ
け
で
な
く
、
県
内
外

の
会
員
が
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、
多

種
多
様
な
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

　
４
月
７
日（
土
）〜
４
月
２２
日（
日
）

　
※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

■
場
所
　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美

　
術
館
南
の
蔵
、
主
屋

■
入
場
料
　
無
料

　（
　
橋
節
郎
作
品
展
示
室
は
有
料
）

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
　
橋
節
郎

　
記
念
美
術
館
友
の
会
事
務
局
　
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
８１
・
３
０
３
０
）

　
穂
高
会
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
個
人

使
用
の
予
約
は
、
こ
れ
ま
で
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
４
月
２
日
か
ら
は
、

次
の
と
お
り
予
約
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

■
利
用
条
件
等

・
予
約
は
１
週
間
に
２
回
ま
で
。利
用

　
は
１
回
に
つ
き
２
時
間
ま
で
で
す
。

・
休
館
は
月
曜
日（
月
曜
が
祝
日
の

　
場
合
は
翌
日
）・
年
末
年
始
で
す
。

・
天
候
･
コ
ー
ト
整
備
な
ど
で
使
用

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
予
約
の
な
い
場
合
で
も
、
当
日
空

　
い
て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
す
。

　
空
き
状
況
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

・
団
体
使
用
の
予
約
方
法
は
従
来
ど

　
お
り
で
す
。

■
予
約
方
法
　
使
用
す
る
前
日
ま
で

　
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
予
約
の
開

　
始
は
、
偶
数
月
の
最
初
の
平
日
、

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
翌
月
･
翌
々

　
月
分
を
受
け
付
け
ま
す
。（
例
・

　
４
月
２
日（
月
）８
時
３０
分
以
降
に

　
５
・
６
月
分
の
予
約
を
受
付
開
始
）。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
　
教
育
課
（
℡
8
2
・
５
９
７
０
）

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
豊
科
・

明
科
の
各
小
学
校
の
施
設
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場

で
す
。

　
す
で
に
豊
科
地
域
で
は
「
豊
科
わ

い
わ
い
ラ
ン
ド
」
が
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
５
月
か
ら
は
小
学
生
を

対
象
に
し
た
明
科
地
域
の
放
課
後

子
ど
も
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
活
動
に
携
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
は
子
ど
も
た
ち

の
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
笑
顔
が
ま

す
ま
す
広
が
り
ま
す
。

　
地
域
の
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

く
遊
ん
で
く
だ
さ
る
人
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
活
動
日
・
時
間

︻
明
科
︼

　
学
校
の
あ
る
平
日
水
曜
日

　（
夏
期
）
放
課
後
〜
午
後
５
時

　（
冬
期
）
放
課
後
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
子
ど
も
支
援
係
　
　

　
　
　
　
　
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
春
の
特
別
展
「
中
村
征
夫
写
真
展
 

海
中
２
万
７
０
０
０
時
間
の
旅
」
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間
　

　
４
月
１８
日（
水
）〜
６
月
３
日（
日
）

■
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
／

　
午
後
１
時
〜
５
時
、
の
１
日
２
交

　
代
。
１
回
に
６
人
勤
務
。

■
条
件
　
期
間
中
、
で
き
る
だ
け
多

　
く
勤
め
ら
れ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
４
月
１７
日（
火
）午
後
３
時
〜
４
時

　
の
中
村
征
夫
氏
に
よ
る
事
前
講
習

　
会
へ
の
参
加
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
１
回
の
勤
務
に
つ
き
、交
通
費
と
し

　
て
５
０
０
円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　（
℡
７３
・
５
６
３
８
）

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

友
の
会



健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ

福
　
祉

Welfare

�� 3月号広報 ��3月号広報

老
人
保
健
で
医
者
に
か
か
る
人

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

窓
口
負
担
は

（
注１
）
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
と
は
、
次
の
い
ず

　
　
　
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
市
の
認
定
を
受

　
　
　
け
た
人
で
す
。

　
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
・
３
級
・
４
級

　
　
　（
音
声
・
言
語
機
能
障
害
、下
肢
機
能
障
害

　
　
　
の
一
部
）

　
　
②
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

　
　
③
障
害
年
金
１
級
・
２
級

　
　
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

所得区分

地方税法上の課税所得で145万円以上の所得がある老人医療受給者、
145万円以上の所得がある70歳以上の人または老人医療受給者と同一
世帯に属する老人医療受給者

ただし、同一世帯に属するほかの老人医療受給者や70歳以上の高齢者
がいない場合は、受給者本人の収入が383万円未満の人、いる場合は
老人医療受給者本人を含む上記の人の収入の合計が520万円未満の人は、
申請により一般の区分（１割負担）となります。

属する世帯の全世帯員が住民税非課税である老人医療受給者
※住民税課税世帯でも、課税者が次の要件（①65歳以上②合計所得金額が125　
万円以下）を満たす場合は同一世帯内の非課税者である老人医療受給者

属する世帯の全世帯員が住民税非課税で、かつ世帯の所得がない老人
医療受給者

属する世帯の全世帯員が住民税非課税世帯である老齢福祉年金受給者

低所得者Ⅱ

一定以上
所 得 者
（３割）

低所得者Ⅰ

一 般 一定以上所得者、低所得者I・Ⅱのいずれにも該当しない老人医療受給者

所 得 区 分

一定以上所得者

一　　　　般

低 所 得 者 Ⅱ

低 所 得 者Ⅰ

外来（個人ごと）

44,400円

12,000円

 

8,000円

 8,000円

入院＋外来（世帯ごと）

80,100円（注2）

44,400円

24,600円

15,000円

標準負担額（食費）（注3）

260円／食

260円／食

100円／食

過去１年間の入院日数が

90日までは・・・210円／食

91日以降は・・・160円／食

こんなとき 手続きに必要なもの

老人医療受給者証

印鑑

申請場所

・他市町村に転出するとき
・死亡したとき
・医療保険の資格を喪失
　したとき

老人医療受給者証
健康保険証
印鑑

・市内で住所が変わったとき
・健康保険証の記号番号が
　変わったとき

健康保険証

印鑑

・他市町村から転入してき
　たとき
・医療保険に加入したとき

　各総合支所
　市民環境課

※4月から
　市民福祉課

病
 院
 ・
 医
 院

歯
科
医

平林医院

62-2227〔明科〕

中村内科医院

72-2460〔豊科〕

たかはしクリニック

77-7880〔三郷〕

堀金歯科医院

72-6975〔堀金〕

村上医院

82-2103〔穂高〕

塔の原内川医院

81-2121〔明科〕

赤津整形外科クリニック

76-3133〔三郷〕

山田歯科医院

73-7575〔豊科〕

古川医院

82-4385〔穂高〕

高橋医院

82-2561〔穂高〕

木暮医院

77-2119〔三郷〕

松村歯科医院

62-2048〔明科〕

宮澤医院

62-2052〔明科〕

百瀬医院

82-2205〔穂高〕

鶴見医院

72-4500〔豊科〕

山本歯科医院

72-5748〔豊科〕

清沢医院

82-7600〔穂高〕

前角整形外科医院

82-1478〔穂高〕

中島整形外科

72-3543〔豊科〕

みずほ歯科医院

77-7111〔三郷〕

古川整形外科医院

82-8880〔穂高〕

楢本内科医院

73-0616〔豊科〕

中萱医院

77-2130〔三郷〕

天野歯科医院

73-4182〔豊科〕

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（ �   � 0120-890-423）

1○日 8○日 22○日15○日 29○日 30○祝

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
各
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
７５
歳
以
上
の
人
で
す
。
た
だ
し
、

昭
和
７
年
９
月
３０
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

と
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人（
注１
）

は
、
老
人
保
健
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
の
受
給
者
お
よ
び
同
一
世
帯

の
人
の
所
得
に
応
じ
た
負
担
割
合
は
、
１

割
ま
た
は
３
割
に
な
り
、
次
の
基
準
で
自

己
負
担
限
度
額
の
異
な
る
４
つ
の
所
得
区

分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

○
入
院
し
た
と
き

　
入
院
し
た
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
費
の

１
割
ま
た
は
３
割
を
負
担
し
ま
す
。
た
だ

し
、
１
カ
月
の
負
担
に
は
、
医
療
機
関
ご

と
に
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院

時
の
食
事
代
も
別
途
負
担
し
ま
す
。

　
入
院
し
た
と
き
に
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
自
己
負
担
限
度
額
お
よ
び
食
事
（
療

養
病
床
で
は
食
事
と
居
住
費
）
の
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
区
分
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
に
よ
り
認
定

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　
１
カ
月
に
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
が
所
得
に
応
じ
た
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
、
高
額
医
療
費
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

老
人
保
健
を
ご
存
じ
で
す
か
？

も
う
一
度 

確
認
し
ま
し
ょ
う

　・医療費が267,000円を超えた場合はその超えた分の１％を加算
　・一定以上所得者で過去１２カ月以内に４回以上高額療養費の支給を受けた場合は、
　　４回目以降の患者負担限度額は44,400円
　・標準負担額は、限度額適用・標準負担額減額認定証を使用した場合の金額

（注２）

（注３）
※安曇野市の老人保健受給者については、一度申請いただいた口座に、自動的に高額医療費
　をお支払いしています。振込先の変更が必要な場合には手続きをしてください。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
左
表
）

○
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
ら

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、
第
三
者

（
加
害
者
）
か
ら
受
け
た
傷
病
に
よ
る
治

療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
損

害
賠
償
を
受
け
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
人
保
健

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
老
人
保
健
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
書
類
を
添

え
て
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
各
種
申
請
お
よ
び
届
け
出
は
、

各
総
合
支
所
市
民
環
境
課
（
４
月
か
ら
は

市
民
福
祉
課
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
総
合
支
所
内

　
市
民
環
境
部
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　（
℡
８２
・
３
１
３
１
）
ま
た
は
各
総
合

　
支
所
市
民
環
境
課

安曇野市の
場合

　平成１７年度の安曇野市の１人当た

り医療費は県内で１２位（710,331円）。

県平均より約37,000円（県平均672,987

円）ほど高くなっています。同じ松本圏

域の市町村では、筑北村(３位)、松本市

（８位）、生坂村（１０位）に次ぐ４番目の

順位となります。

　受診状況を県内順位から分析すると、

安曇野市は、受診率（１００人当たりの

件数）が高く、入院で３２位、入院外で１

３位、合計で１２位となっています。１日当

たりの診療費は、５１位であることから、県

平均よりは高いものの比較的、早期に

受診・治療し、重症化を防いでいる受診

形態が推測できます。

　老人保健の医療費は、各医療保険

者からの拠出金や国・県・市の税金に

より、賄われています。このため医療費

が増加すると、各保険者は拠出金が増

加し、保険料の負担増につながる場合

もあります。こうしたことから、適切な時

期に適切な診療を受け、医療費が増大

しないよう健康に留意した生活を心掛け

ましょう。

 平成17年度の安曇野市の１人当た

り医療費は県内で12位（710,331円）。

県平均より約37,000円（県平均672,987

円）ほど高くなっています。同じ松本

圏域の市町村では、筑北村(３位)、松本

市（８位）、生坂村（10位）に次ぐ４番目

の順位となります。

 受診状況を県内順位から分析すると、

安曇野市は、受診率（100人当たりの件

数）が高く、入院で32位、入院外で13位、

合計で12位となっています。１日当た

りの診療費は、51位であることから、

県平均よりは高いものの比較的、早期

に受診・治療し、重症化を防いでいる

受診形態が推測できます。

 老人保健の医療費は、各医療保険者

からの拠出金や国・県・市の税金により、

賄われています。このため医療費が増

加すると、各保険者は拠出金が増加し、

保険料の負担増につながる場合もあ

ります。こうしたことから、適切な時

期に適切な診療を受け、医療費が増大

しないよう健康に留意した生活を心

掛けましょう。

安曇野市の老人医療費は

◎
自
己
負
担
限
度
額
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縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

明
科
地
域
の
皆
さ
ん
へ

乳
幼
児
健
診
実
施
会
場
の
変
更

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

教
育
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自
分

の
所
有
す
る
固
定
資
産
と
、
他
の
固

定
資
産
を
比
較
す
る
た
め
、
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
ま
た
は
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
お
よ
び
時
間

 
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）

 
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

※
閉
庁
日
は
除
き
ま
す

■
縦
覧
場
所
　
豊
科
総
合
支
所
内
　

　
総
務
部
資
産
税
課

■
持
ち
物
　
縦
覧
す
る
人
が
固
定
資

　
産
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と

　
を
確
認
す
る
た
め
、
免
許
証
な
ど

　
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
総
務
部
税
務
課（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

※
４
月
か
ら
資
産
税
課

　
固
定
資
産
の
所
有
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
閲
覧
し
て
自
分
の
課
税
内

容
を
確
認
で
き
ま
す
。
平
成
１９
年
度
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

■
閲
覧
開
始
日
　
４
月
２
日（
月
）

■
閲
覧
場
所

 
豊
科
総
合
支
所
内
総
務
部
資
産
税
課

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
税

　
務
会
計
係

■
持
ち
物
　

・
自
分
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧

　
す
る
人
は
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

　
明
書
と
印
鑑

・
代
理
人
は
、免
許
証
･
印
鑑
･
委
任
状

・
借
地
借
家
人
が
該
当
す
る
固
定
資
産

　
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場
合
は
、

　
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
、
当
該
資
格
を

　
証
明
す
る
書
面

■
証
明
手
数
料
　
１
通
３
０
０
円

※
４
月
２
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）

　
の
期
間
中
の
閲
覧
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
総
務
部
税
務
課（
℡
７２
・
３
１
１
１
）

※
４
月
か
ら
は
資
産
税
課
 

　
４
月
か
ら
明
科
地
域
の
乳
幼
児
健

診
の
会
場
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
４
カ
月
、
１
歳
８
カ
月
、
３
歳
６

カ
月
の
乳
幼
児
健
診
は
、
毎
月
実
施

し
て
い
る
豊
科
と
穂
高
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
乳
幼
児
健
診
、

育
児
相
談
、
育
児
教
室
は
、
今
ま
で

ど
お
り
明
科
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
診

で
き
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

 
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康

　
推
進
課（
℡
８１
・
０
７
２
６
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
５
地
域

で
教
育
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

 
幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
青
年
の
健

全
な
育
成
と
適
正
な
就
学
に
つ
い
て

専
門
の
教
育
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
子
育
て
・
い
じ
め
・
不
登
校
･

非
行
・
学
習
問
題
・
身
体
や
心
の
不

調
な
ど
の
心
配
事
や
悩
み
が
あ
る
人
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 
ま
た
、「
子
ど
も
の
心
が
見
え
る
親

に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
学
習
を
深
め
る「
グ
ル
ー

プ
学
習
・
親
の
会
」
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
相
談
日
程
な
ど
詳
細
は
、
広
報

あ
づ
み
の
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
毎

月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課（
℡
６２
・
３
０
０
１
）ま
た
は
教
育

　
相
談
室（
℡
７２
・
２
２
３
８
）

―ある日の教室風景から―

�算数の割り算の勉強で１０人の子が前に並

んだ。先生は、｢この人たちを３人ずつのグ

ループに分けます。どうなりますか｣｢そうだね。

じゃ試してみるよ。３つのグループと、この

人１人余りだね｣と言った。

―余りになった子はふっと下を向いた―

�余りにされた子は寂しかったのではないで

しょうか。ことによれば休み時間に余りっこ

遊びに発展もしかねません。私たちはつい自

分の願いや目標に心が向きすぎて相手の立場

や周りの状況を忘れがちになります。このと

きの先生とすればただ偶然に１人余った子で

しかなかったでしょう。算数の割り算の具体

物による理解というありふれた手法であり、

繰り返される計算学習の中の１回に過ぎません。

でも、この子とすれば絶対的な事件であります。

周りの子の中にはそれが自分でなくてよかっ

たと思った子もいたかもしれません。こんな

不安な場では勉強どころではないでしょう。

ＴＶのバラエティー番組では大きい人が小さ

い人を馬鹿にしたり、大した意味もなく叩い

たり蹴ったり。表現の自由だそうですが、子

どもたちの目や心にはどう映っているでしょう。

残念ながら大人の感覚や目には錆や霞が掛か

りやすいものです。私たちはそういう自分だ

と意識して子どもや相手に対応していく心が

けが必要と思います。人権尊重は互いに嫌い

な気分にならずに過ごせる配慮のように思い

ます。

うっかり一言
　
休
み
な
く
介
護
を
続
け
て
い
る
と
、

心
も
体
も
疲
れ
、
ゆ
と
り
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
介
護
す
る
側
に

も
息
抜
き
が
必
要
で
す
。
同
じ
立
場

の
皆
さ
ん
と
話
し
た
り
、
情
報
交
換

を
し
て
、
介
護
に
役
立
つ
技
術
な
ど

を
学
ぶ
会
を
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

 
申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
第
１
回
４
月
１９
日（
木
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

■
場
所
　
県
安
曇
野
庁
舎

 
　
　
　
３
０
１
会
議
室（
３
階
）

■
対
象
　
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人

■
内
容
　
介
護
保
険
の
上
手
な
活
用

　
情
報
交
換
・
懇
親
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者

　
介
護
課（
℡
８１
・
０
７
３
１
）

　
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料

 
　
　
　
（
４
月
〜
平
成
２０
年
３
月
）

 
月
額
　
１
４
、
１
０
０
円

 
年
額
　
１
６
９
、
２
０
０
円

▼
口
座
振
替
を
早
割
に
す
る
と

�
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す

 
月
々
の
口
座
振
替
を
早
割（
当
月
保

険
料
の
当
月
末
引
落
し
）に
す
る
と
保

険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の

口
座
振
替（
例
４
月
分
保
険
料
を
５
月

末
引
落
し
）は
定
額
保
険
料
で
す
が
、

口
座
振
替
を
早
割（
例
４
月
分
保
険
料

を
４
月
末
引
落
し
）に
す
る
と
５０
円
割

引
と
な
り
ま
す
。

 
な
お
、
現
在
口
座
振
替
を
し
て
い

る
人
で
、
振
替
方
法
を
早
割
に
変
更

さ
れ
る
場
合
は
社
会
保
険
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
申
込
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳

ま
た
は
納
付
書
・
預
貯
金
通
帳
・
口

座
届
出
印
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
、

各
総
合
支
所
窓
口
・
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
松
本
社
会
保
険
事

　
務
所（
℡
３２
・
５
８
２
１
）お
よ
び
各

　
総
合
支
所
市
民
環
境
課

※
４
月
か
ら
市
民
福
祉
課

　
平
成
１９
年
１
月
の
開
発
審
査
分

 
　
（
承
認
日
　
平
成
１９
年
２
月
１５
日
）

■
松
本
日
産
自
動
車
㈱
の
開
発
事
業

・
場
所
　
北
穂
高
２
８
０
７
‐
４
他
２
筆
内

・
開
発
面
積
　
１
、
０
０
０
・
０
０
㎡

・
目
的
　
駐
車
場
立
地（
従
業
員
車
両
・

　
　
　
　
下
取
り
車
両
・
整
備
持
込
車

　
　
　
　
両
の
駐
車
）

■
㈲
あ
づ
み
野
宅
建
の
開
発
事
業

・
場
所
　
有
明
５
０
７
７
‐
１
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
１
、
９
６
１
・
６
６
㎡

・
目
的
�
建
売
分
譲
住
宅
５
区
画
の

　
　
　
　
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
総
合
支
所

 
都
市
建
設
課（
℡
８２
・
３
１
３
１
）

介
護
者
の
つ
ど
い

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

国
民
年
金
保
険
料

市教育委員 小平��信夫
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障
害
者
外
出
支
援
事
業
と
家
族
介
護
用
品

購
入
助
成
事
業
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

「男性の初めての料理教室」「お口の老化予防教室」の出前講座を行います

　市では、５月からおおむね６０歳以上の皆さんを対象にした出前講座「男性の初めての料理教室（初心者向け）」と
「お口の老化予防教室」を開催します。管理栄養士や歯科衛生士が身近な公民館などに出張しますので、お気軽に
お申し込みください。

■日  程　５月～９月の希望日　午前または午後の約１～２時間
■場  所　公民館など希望会場
■対  象　おおむね６０歳以上の団体・グループなど（料理教室は男性のみ）
■参��加��料　無料（料理教室はエプロン持参）
■開催予定人数　１会場５～２０人程度（料理教室は３～１０人程度）
■申込方法　開催希望の３週間前までに、各保健センターか各総合支所健康福祉課（４月から市民福祉課）に
　　　　　　備え付けの申込書に必要事項（希望日時・会場など）を記入の上、お申し込みください。
 　　　　　※受付後、開催について打ち合わせをします。
■申し込み・問い合わせ　穂高健康支援センター内高齢者介護課高齢者福祉係（℡８１・０７３１）

　
市
で
は
、
平
成
１９
年
度
障
害
者
外

出
支
援
事
業
と
家
族
介
護
用
品
購
入

助
成
事
業
の
申
請
受
付
を
３
月
中
旬

か
ら
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
利

用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
総
合

支
所
福
祉
係
の
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
①
〜
③
の
事
業
の
内
、
い
ず
れ
か

　
１
つ
を
選
択
し
て
申
請
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
支

　
援
事
業
と
重
複
の
申
請
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

※
詳
し
い
内
容
・
手
続
き
は
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
高
健
康
支
援

　
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉
課
障
害
福

　
祉
係（
℡
８１
・
０
７
２
４
）

明
科
・
長
峰
山
で
学
ぶ

農
業
学
習
塾
の
参
加
者

三
郷
地
域
農
作
業
支
援
者

information

男性の初めての料理教室

 具たくさんのお味噌汁やほかほかご飯を自分

で作ってみませんか？

 料理は、神経を集中させ、手際良く作業する

ことから、認知症予防になると言われています。

管理栄養士と一緒に料理の基礎から学びませ

んか？

お口の老化予防教室

 口の機能も気付かないうちに老化していきます。

「食べ物などが飲み込みにくい」「むせる」「口の

渇きが気になる」など、気になることはありませ

んか？

 歯科衛生士がそうした老化の予防方法の実践な

どを行います。

長峰山山頂付近にある５０aの畑で実習します。

　
１９
年
度
農
業
学
習
塾
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
明
科
・
長
峰
山
頂
付
近
の

畑
を
使
い
、
食
の
安
全
・
安
心
を
目
指

し
て
低
農
薬
・
有
機
栽
培
な
ど
の
農
作

物
づ
く
り
を
実
習
し
、「
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
」
を
目
指
し
ま
す
。

■
対
象
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊
在
住
の
人

■
参
加
料
　
４
、０
０
０
円（
保
険
料
込
）

■
定
員
　
４０
人（
先
着
順
）

■
申
込
受
付
　
４
月
２
日（
月
）〜
４
月

　
１３
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
明
科
総
合
支
所
内
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
６２
・
３
０
０
１
）

　
三
郷
地
域
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
繁
期
の
「
農
作
業
支
援
者
」
を
募
集

し
ま
す
。

■
作
業
内
容
　
リ
ン
ゴ
の
摘
花
や
葉
摘

　
み
、
収
穫
な
ど

■
期
間
　
５
月
〜
１１
月
の
農
繁
期

■
報
酬
　
時
給
８
０
０
円

■
作
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
作
業
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り

■
条
件
な
ど

・
健
康
で
、
一
定
期
間
継
続
し
て
作
業

　
の
で
き
る
人

・
作
業
す
る
農
場
ま
で
は
、
ご
自
身
で

　
通
勤
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
通

　
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
作
業
時
の
昼
食
は
、
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

・
作
業
は
、
農
家
の
依
頼
に
基
づ
い
て

　
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
に
添
え
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

 
３
月
１５
日（
木
）〜
４
月
２０
日（
金
）

 （
そ
の
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
）

※
昨
年
、
登
録
い
た
だ
い
た
人
も
改
め

　
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合

　
支
所
産
業
観
光
課（
℡
７７
・
３
１
１
１
）

※
４
月
か
ら
産
業
建
設
課

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は
、
４
月
か
ら

始
ま
る
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
健
康
教
室
（
水

中
健
康
教
室
）
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
教
室

 ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
火
曜
日
コ
ー
ス
）

・
日
時
　
４
月
３
日（
火
）

 
 
 
 
午
後
１
時
４５
分
〜

・
定
員
　
３５
人

・
受
講
料
　
３
、０
０
０
円

・
使
用
料︵
毎
回
︶ 
６
０
０
円

　ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
金
曜
日
コ
ー
ス
）

・
日
時
　
４
月
６
日（
金
）〜

　
　
　
　
午
後
１
時
４５
分
〜

・
定
員
　
３５
人

・
受
講
料
　
３
、０
０
０
円

・
使
用
料︵
毎
回
︶ 
６
０
０
円

■
申
込
方
法
　
３
月
２５
日（
日
）か
ら
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他
　
使
用
料
に
は
、
入
浴
料
が

　
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
（
℡
８２
・
０
２
５
６
）

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
健
康
教
室

工 　  事  　 名 工　事　個　所 請　負　者 請負代金

（単位：円）入札契約結果（平成19年1月分）

市単道路維持事業市道穂高1級 6号線外道路維持工事（上下水道舗装本復旧）

市単道路維持事業市道穂高45号線外道路維持工事（上下水道舗装本復旧）

市道新設改良事業市道穂高76号線横断側溝整備工事

市単道路維持事業市道西穂高47号線外上下水道舗装本復旧工事

市単道路維持事業市道穂高287号線側溝・舗装改修工事

精神障害者小規模訓練施設「ひめこぶしの家」建築工事

（市単）穂高公共下水道　富田1工区舗装復旧工事

（国補・市単）特環下水道関連占用路面復旧（立足地区その2）工事

（市単）穂高公共下水道　橋爪2工区舗装復旧工事

（市単）穂高公共下水道　橋爪1工区舗装復旧工事

（国補・市単）穂高公共下水道関連道路占用路面復旧（上原地区）工事

（国補）穂高公共下水道関連道路占用路面復旧（西原地区）工事

林道施設災害復旧事業一ノ沢線復旧工事

林道施設災害復旧事業（林道黒沢線）

まちづくり交付金事業市道穂高53号線道路改良工事

（国補・市単）穂高公共下水道関連道路占用路面復旧（柏原原畦地区）工事

 穂高（上原）

 穂高（本郷）

 穂高（矢原・柏矢町）

 穂高柏原

 穂高（穂高町区）

 豊科

 穂高有明

 穂高有明

 穂高有明

 穂高有明

 穂高

 穂高

 穂高牧

 三郷小倉

 穂高　本郷地区

 穂高柏原

  15,750,000

 13,440,000

 6,300,000

 7,192,500

 5,250,000

 29,400,000

 5,460,000

 8,925,000

 9,030,000

 8,085,000

 8,820,000

 11,550,000

 59,535,000

 3,570,000

 5,565,000

 5,460,000

 ㈱武井組

 ㈱大丸組

 日東建設㈲

 共和アスコン㈱

 ㈲赤羽建設工業

 ㈱武井建設

 ㈲林屋組

 ㈱関組

 ㈱イトウ

 ㈱赤羽組

 ㈱松澤組

 ㈱寿建設

 ㈱関組

 ㈲赤羽建設工業

 富士開発㈱

 共和アスコン㈱

◎障害者外出支援事業（タクシー券交付）

◎家族介護用品購入助成事業

事業名・内容 交付条件など

事業名・内容 助成内容

①障害者外出支援事業
 障害者（児）がタクシーを利用
　する場合に、その料金の１部を
　助成します。（１カ月当たり640
　円を２枚交付）

②腎臓透析利用者通院
　支援事業
 腎臓透析で通院している人に、
　タクシー券を交付（１カ月当たり
　500円券を10枚交付）
 （１カ月あたり上限額5,000円）

③腎臓透析治療通院
 交通費補助（燃料代補助）
 腎臓透析で通院している人に
　ガソリン代を助成します。
 （１カ月あたり上限額5,000円）

障害者家族介護用品購入
助成事業（紙おむつ等助成券）
重度の障害者が使用する介護
用品の一部を助成します。
（１カ月当たり1,000円）

交付条件 ＝ 自動車税、軽自動車税の減免を受けていない
　　　　　  人で、下記のいずれかの手帳がある人。
　　　　　  ・身体障害者手帳１級　2級　
　　　　　  ・療育手帳A１　A2
　　　　　  ・精神障害者手帳１級　2級
 利用制限 ＝ 利用目的に制限はありませんが、１回の利用に
　　　　　  つき1枚

交付条件 ＝ 腎臓障害の身障者手帳をお持ちの人で、透析
　　　　　  の通院にタクシーを利用する人。
 
利用制限 ＝ 腎臓透析の通院に限り、利用できます。

交付条件 ＝ 腎臓障害の身障者手帳をお持ちの人で、透析
  　　　　　の通院に自家用車を利用する人でかつ平成
　　　　　  18年中の所得税が非課税の人。

利用制限 ＝ 腎臓透析のための通院に限り、補助します。

交付条件 ＝ 3歳～64歳の人で、紙おむつなどを利用し、下
　　　　　  記のいずれかの要件を満たす障害者を在宅で
  　　　　　介護している人。
　　　　　  ・特別障害者手当ての支給を受けている人
　　　　　  ・特別障害者手当ての基準と同程度以上の障害
　　　　　  　がある人

※助成対象品目　・紙おむつ・尿取りパット・使い捨て手袋・防水シーツ・清拭剤・ドライシャンプー
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忘れずに愛犬の登録と
狂犬病予防集合注射を受けましょう

市では、次のとおり各地域で犬の登録と狂犬病予防注射を行います。
日程をご確認の上、都合のよい場所で受けてください。
なお、雨天の場合も実施します。
（どこの会場でも新規登録・注射ができます）

穂高総合支所生活環境係（℡82-3131）
穂 高 地 域

 等々力会館
 穂高ワシントングラウンド
 白金公民館
 矢原公民館
 柏矢町駅前
 柏原会館
 ＪＡ西穂高支所前
 久保田公民館
 狐島公民館
 島新田会館
 立足会館
 古厩会館
 新屋公民館
 北矢村集会所　＊１
 宮城会館
 等々力町公民館
 本郷公会堂
 西原公民館
 田中麦大豆センター
 上原公民館
 塚原公民館
 牧公民館
 勤労者福祉センター
 橋爪公民館
 耳塚公民館
 嵩下公民館
 小岩岳公民館
 豊里公民館
 富田公民館
 穂高総合支所
 柏原会館
 ＪＡ西穂高支所前
 しゃくなげ荘駐車場
 新屋公民館
 立足会館
 ＪＡ北穂高支所前
 西穂高グラウンド駐車場
 牧公民館
 古厩会館
 ＪＡ北穂高支所前
 勤労者福祉センター

会　　　場時　　間曜日月日

4月  5日

4月  6日

4月11日

4月12日

4月15日

4月21日

（木）

（金）

（水）

（木）

（日）

（土）

  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：３０
１０：４０～１０：５５
１１：０５～１１：２０
１１：３０～１２：００
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２５
１４：３５～１４：５５
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３５～１０：５５
１１：０５～１１：２５
１３：００～１３：３０
１３：４０～１３：５５
１４：０５～１４：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：１５
１１：３０～１１：５０
１３：１０～１３：３０
１３：４０～１４：００
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１２：５０～１３：１０
１３：２０～１３：４０
１３：５０～１４：１０
  ９：００～  ９：３５
  ９：５０～１０：１５
１０：２５～１０：４５
１１：００～１１：３０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：０５～１４：２０
  ９：００～  ９：２５
  ９：４０～１０：０５
１０：２０～１０：４５
１１：００～１１：１５
１１：３０～１２：００

豊科総合支所生活環境係（℡72-3111）
豊 科 地 域

 熊倉 柳原道祖神前
 熊倉公民館
 アルプス区公民館
 田沢 南原集会所
 田沢区公民館
 光農業生活改善センター
 桜坂区公民館
 大口沢公民館
 小瀬幅農業生活改善センター
 新田公民館
 豊科近代美術館駐車場
 寺所公民館
 徳治郎公民館
 踏入コミュニティセンター
 重柳公民館
 殿村公民館
 細萱公民館
 ＪＲ梓橋駅前
 たつみ原区公民館
 飯田公民館
 下飯田公民館
 中曽根公民館
 真々部公民館
 上鳥羽地域農業推進拠点施設
 下鳥羽地域構造改善センター
 豊科近代美術館駐車場
 成相コミュニティセンター
 吉野 荒井お堂前
 本村公民館
 細萱公民館
 重柳公民館
 踏入コミュニティセンター
 野田集会所
 アルプス区公民館
 新田公民館
 成相コミュニティセンター
 本村公民館
 吉野 荒井お堂前
 寺所公民館
 たつみ原区公民館
 真々部公民館
 上鳥羽地域農業推進拠点施設
 下鳥羽地域構造改善センター

会　　　場時　　間曜日月日

4月  5日

4月10日

4月12日

4月17日

4月25日

（木）

（火）

（木）

（火）

（水）

  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：４0
１０：５０～１１：００
１１：１０～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：１５
１４：２５～１４：４５
  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４０～１１：００
１１：１０～１１：３０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：００
１４：１０～１４：３０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４０～１１：００
１１：１０～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：３０～１０：５０
１１：００～１１：２０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：２０
１４：３０～１４：５０

三郷総合支所生活環境係（℡77-3111）
三 郷 地 域

 一日市場公民館
 ＪＲ一日市場駅前
 見岳町集会所
 七日市場公民館
 及木公民館
 中萱公民館
 東中萱集会所
 住吉公民館
 楡公民館
 二木公民館
 下長尾公民館
 上長尾公民館
 野澤公民館
 室町公民館
 東小倉第一集会所
 東小倉公民館
 南小倉公民館
 北小倉公民館
 三郷総合支所前駐車場
 一日市場公民館
 中萱公民館
 小倉多目的研修センター
 野澤公民館

会　　　場時　　間曜日月日

4月10日

4月11日

4月17日

4月18日

（火）

（水）

（火）

（水）

  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：３０
１０：４０～１１：１０
１１：２０～１１：４０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：００
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：４０
１０：５０～１１：２０
  ９：００～  ９：３０
  ９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：４０
１０：５０～１１：１０
１１：２０～１１：４０
１３：００～１３：２０
１３：３０～１４：００
  ９：００～  ９：２０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：２０
１０：４０～１１：００
１１：２０～１１：４０

明科総合支所生活環境係（℡62-3001）
明 科 地 域

 上押野上手木戸バス停
 上押野営農センター
 押野集会施設
 下押野集会センター
 塩川原農業研修センター
 荻原教員住宅横（資源ステーション）
 荻原農村都市交流センター
 中村農業生活改善センター
 小泉一班集会所
 小泉農業研修センター
 小泉四班集会所
 上生野公民館
 潮老人集会施設
 水産試験場南
 大足地区コミュニティ集会施設
 清水公民館
 吐中公民館
 潮農業生活改善施設
 山中農業研修センター
 潮沢公民館
 李口バス停
 明科総合支所
 町耕地公民館
 中耕地公民館
 宮本公民館
 北村集会所
 中条集会センター
 天神原農業生活改善施設
 明科総合支所
 潮老人集会施設
 山中農業研修センター
 潮沢公民館
 小泉一班集会所
 荻原農村都市交流センター
 下押野集会センター
 上押野営農センター
 市民体育館駐車場
 宮本公民館
 北村集会所

会　　　場時　　間曜日月日

4月12日

4月13日

4月20日

（木）

（金）

（金）

  ９：４０～  ９：５５
１０：００～１０：１５
１０：２０～１０：３０
１０：３５～１０：５０
１１：００～１１：２０
１１：２５～１１：３５
１３：００～１３：１０
１３：２０～１３：３５
１３：４０～１３：５０
１３：５５～１４：０５
１４：１０～１４：２０
１４：３５～１４：４５
１４：５０～１５：００
１５：１０～１５：２０
  ９：４０～  ９：５０
  ９：５５～１０：０５
１０：１０～１０：２０
１０：３０～１０：４０
１０：５０～１１：００
１１：０５～１１：２０
１１：３０～１１：４０
１３：１０～１３：３０
１３：４０～１３：５０
１３：５５～１４：１０
１４：１５～１４：３０
１４：３５～１４：４５
１４：５０～１５：０５
１５：１５～１５：３０
  ９：３０～  ９：５０
１０：００～１０：１０
１０：１５～１０：２５
１０：３５～１０：４５
１１：００～１１：１０
１１：２０～１１：３０
１１：４０～１１：５０
１３：１０～１３：２０
１３：３０～１３：４５
１３：５５～１４：０５
１４：１０～１４：２０

堀金総合支所生活環境係（℡72-3106）
堀 金 地 域

 田多井公民館
 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前
 旧小田多井公民館跡地
 中堀神社東空地
 下堀公民館
 上堀地域構造改善センター
 倉田構造改善センター
 岩原公民館
 扇町区構造改善センター
 下堀公園ごみ集積所前
 下堀田圃集会所
 上堀南原集会所
 田尻公民館
 田多井元南部詰所
 下堀公民館
 川口ライスセンター
 田多井公民館
 堀金総合支所

会　　　場時　　間曜日月日

4月11日

4月13日

4月18日

（水）

（金）

（水）

  ９：３０～１０：００
１０：１０～１０：３０
１０：４５～１１：０５
１１：２０～１１：４０
１３：３０～１４：００
１４：１５～１４：４５
１４：５５～１５：１５
  ９：３０～１０：００
１０：１５～１０：３５
１０：５０～１１：２０
１１：３０～１１：５０
１３：３０～１３：５０
１４：００～１４：３０
１４：４５～１５：０５
  ９：３０～  ９：５０
１０：０５～１０：２５
１０：４０～１１：００
１１：１５～１１：４５

＊１　４月６日（金）の北矢村集会所は会場が狭いので、なるべく近くの別会場へ
　　お越しください。

登
録
・
予
防
注
射
の

手
数
料
・
料
金
に
つ
い
て

　
犬
の
新
規
登
録
・
予
防
注
射
な
ど
の

料
金
が
次
の
と
お
り
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
予
防
注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料
　
　

３
、２
２
０
円

○
新
規
登
録
手
数
料
　
３
、０
０
０
円

※
１
匹
当
た
り
の
料
金
で
す
。

※
各
料
金
は
、消
費
税
額
を
含
む
金
額

　
で
す
。お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力

　
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

○
既
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の
皆

　
さ
ん
は
、
お
手
元
に
届
い
た
は
が
き

　
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
今
回
の
注
射
は
、
健
康
な
犬
が
対
象

　
で
す
。
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
動
物

　
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
を

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
・
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

 
・
現
在
、
治
療
中
の
犬

 
・
過
去
に
予
防
注
射
後
に
異
常
を
起

　
　
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
犬

○
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付

　
き
添
い
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
市
民

　
環
境
課
生
活
環
境
係

※
４
月
か
ら
は
、
各
総
合
支
所
地
域

　
支
援
課
生
活
環
境
係
ま
で
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古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

今月の色

山葵色
Wasabi‐Iro

2007. 3. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,211人（  +9）

48,056人（+13）

51,155人（  - 4）

35,684世帯（ +9）

印刷経費1部　21円

Ｔ Ｓ

すりおろしたわさびの

柔らかい緑色

Ｍ Ｋ

編
集
後
記

◆
暖
冬
だ
っ
た
今
年
。
寒
い
の
は
あ
ま
り
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、雪
も
少
な
く
、な

ん
と
な
く
物
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
し
た
。

◆
私
は
、自
分
の
家
の
ひ
な
人
形
を
見
た
記

憶
が
な
い
。あ
る
年
の
お
節
句
に
ひ
な
飾
り

を
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、箱
の
中
か
ら
ネ

ズ
ミ
が
飛
び
出
し
て
来
た
ら
し
く
、そ
れ
以
来
、

封
印
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。浮
い
た
話
に

縁
が
無
い
の
は
こ
の
せ
い
か
し
ら
？

◆
皆
さ
ん「
か
ぜ
」ひ
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

冬
休
み
明
け
の
子
供
か
ら
始
ま
っ
て
風
邪
、

肺
炎
、最
後
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
家
族
中

を
行
っ
た
り
来
た
り
。春
に
な
っ
て
や
っ
と
菌

が
抜
け
た
感
じ
で
す
。

◆
先
日
、広
報
を
読
ん
だ
と
い
う
海
外
か
ら

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
広
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
市
を
離
れ
、新
生
活
を
送
る
皆

さ
ん
。機
会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
ま
た
ご
覧
く

だ
さ
い
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の

十
八

可憐な十字花
― 穂高のわさび田で ―

次回発行・・・ お知らせ版 4月4日（水）

生
命
感
と
活
気
に
あ
ふ
れ

自
然
が
最
高
に
躍
動
す
る
季
節
。

３
月
上
旬
、穂
高
の
わ
さ
び
田
で

白
い
可
憐
な
花
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

命
を
は
ぐ
く
む
陽
光
と

穏
や
か
な
水
の
流
れ
は

も
う
春
で
す
。


